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磁気再結合は磁場中に蓄えられた磁気エネルギーを爆発的に解放し、そのエネルギーを短時間で運動や熱のエ
ネルギーに変換することが出来るプラズマプロセスである。そして、効率的な粒子加速のための環境を形成する
機構として注目されている。太陽フレアはこの機構が働く具体例の一つであり、極めて興味深い研究対象である。
それは太陽フレアが大変優秀な加速器だからである。太陽コロナのプラズマ密度は非常に高いため、粒子の加速
を妨げる背景プラズマの衝突制動力が極めて大きく、粒子を加速させ始めることが困難な環境である。にもかか
わらず太陽フレアではMeV帯までの加速が秒オーダーで起きており、解放された磁気エネルギーの相当量が粒
子の加速に使われていることが知られている。一方で、その加速機構は未解明であり、高い研究価値を有する。
そこで、我々が推進する PhoENiX計画では、太陽フレアにおける粒子加速場所の特定、加速の時間発展の調査、
加速の特徴の把握を目指す。そのために、新機軸の観測の実現、新しいモデルの構築、関連分野との連携という
3つの手法を取る。一方で、PhoENiXの観測は粒子加速のみならず、加熱現象や噴出現象、恒星フレアなどの研
究にも威力を発揮する。本講演では本計画のコンセプト検討の進捗状況について、科学検討を中心に紹介する。


